
喜望峰 ルート
およそ34⽇（※）
25,000Km

スエズ運河 ルート
およそ26⽇（※）
18,500Km

※ 平均航海速度16.48ノットの場合

紅海

バブ・エル・
マンデブ海峡

喜望峰

イエ
メン

● フーシ派が妨害⾏為を⾏う紅海と欧州・東アジア間の主要な航路

在イエメンの「フーシ派」が、紅海で船舶への妨害⾏為を繰り返している。
出所︓各種報道をもとに筆者作成
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● バブ・エル・マンデブ海峡と喜望峰の通⾏船数（7⽇平均） 単位︓隻

喜望峰はバブ・エル・マンデブ海峡の完全な代替ではない。
出所︓IMFのデータをもとに筆者作成

貨物船 タンカー

バブ・エル・
マンデブ海峡

喜望峰

バブ・エル・
マンデブ海峡

喜望峰



● EVバッテリー資源の埋蔵量上位国（2022年）

南⽶、アフリカ南部、東南アジア。「南（サウス）」の重要性が⾼い。
出所︓USGSのデータをもとにmap chartを使⽤して筆者作成

南半球にある主要国の埋蔵シェア（2022年）
コバルト︓73.5％、リチウム︓70.0％、ニッケル︓65.1％、
グラファイト︓43.3％、マンガン︓69.4％
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南半球の
EVバッテリー資源国※
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⺠主的
度合い

低い ※コバルト、リチウム、マンガン、ニッケル、グラファイトの主要埋蔵国

旧ソ連崩壊
東欧⺠主化

⻄側の先進国

第⼆次
世界⼤戦
終戦

・⾦融危機発⽣
・債務問題顕在化
・環境・⼈権問題提唱

● 先進国とEVバッテリー資源国の⾃由⺠主主義指数（2022年まで）

2010年ごろ以降、EVバッテリー資源国の⺠主的な傾向は低下している。
出所︓ USGSおよびV-dem研究所のデータをもとに筆者作成
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● リーマンショックを起点に考える⺠主主義の⾏き詰まりと⻄側・⾮⻄側間の分断

イスラム過激活動、EVバッテリー供給懸念、OPEC減産の起源は同じ。
出所︓筆者作成
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● NY原油先物（⽇⾜ 終値） 単位︓ドル/バレル

OPEC＋の減産は深くて重い理由で⾏われている。⾼⽌まりは続く可能性あり。
出所︓Investing.comのデータより筆者作成
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